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講義の内容　　　
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受講資格
  どなたでも受講できます。

講義日時
  火曜日　　 eq \o\ad(午後６時～７時３０分,　　　　　　　　　　　)
場所
　サクラ　ファミリア　４F会議室
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受講料
  

お申込み方法     講座のはじまる日に、受付で所定の申込書にご記入の上、

受講料を添えてお申し込みください。
★本講座についてのお問い合わせは、下記にお願いいたします。
     　　　

〒661-8530　兵庫県尼崎市若王寺２丁目18番１号
聖トマス大学キリスト教文化研究所

 eq \o\ad(カトリック研究講座係,　　　　　　　　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(TEL(06)6491-5000㈹,　　　　　　　　　　　　　　　　)
メールアドレス：ricc@st.thomas.ac.jp

  第１年次（２０１１年度）

	１
	テ ー マ
	霊　　性　　神　　学　　I

	 5月10日

 5月17日

 5月24日
	講　  師
	聖トマス大学キリスト教文化研究所所長　   ボナツィ・アンドレア

	
	中世キリスト教文学の最高峰『イミタチオ・クリスティ（キリストにならいて）』はキリストの善徳を学び倣い自己聖性を志す霊的文書として聖書に次いで各国語に翻訳されています。キリシタン時代にも早期に翻訳されたが、明治以降の訳書以上に原書の持つ宗教性・文学性を伝える名訳であり、高山右近と細川ガラシアも愛読した書とされている和訳ローマ字本天草版（『コンテムツスムンヂ』1596年刊）の校註を基にDEVOTIO　MODERNA（新しい信心）と現代の霊性について論じます。

	２
	テ ー マ
	健やかに生きる健康法と感謝で終える最期の迎え方

	 5月31日
 6月 7日

 6月14日
	講  　師
	　　　　    　　　　　　　　　　　人見滋樹

	
	5月31日「健やかに生きる健康法と医師との上手な付き合い方」

6月 7日「感謝で終える最期を迎えるには」

6月14日「高齢司祭・修道者の健康管理とその支援」
肺癌の診断と治療、脳死肺移植、ホスピス創立などの医師歴50年の経験から、健康法、よき最期を迎える為の生き方、高齢司祭・修道者の健康管理とそれを支える方法をデーターに基づいて考察しお話しします。

	３
	テ ー マ
	キリスト者と賛美

	 6月21日
 6月28日
 7月 5日
	講  　師
	コンベンツアル会司祭　　　　　 田端孝之　　　　    

	
	信仰表現の大きな要素の中に『神への賛美』があり、私たちは度々神を賛美し歌いますが、それはミサや儀式の中に閉じ込められてしまっていないでしょうか。神を賛美することが別の次元のことになっていないでしょうか。生活の真っ只中から神を賛美することをこの講座で考えます。

①私の曲作りの紹介

②３回の講座の中で『神を賛美する歌』作りに挑戦します　

	４
	テ ー マ
	遠藤周作における人生観

	 7月12日
 7月19日
 7月26日
	講  　師
	聖トマス大学非常勤講師　          アデリノ・アシェンソ

	
	人類のもっとも深い存在にかかわる問題が生ずる舞台である、「宗教規模以前の問題」と「事実上の現実無神論」とは、遠藤周作の文学作品の中で、失敗、苦悩、孤独、裏切りを体験する主人公に託して提示されています。その主人公たちの苦闘はみかけは非宗教的な環境の中で展開しますが、もっとも強く関係するテーマは「悪」、「神」、「超越への渇望」です。遠藤の小説に基づいて、それらの中の深い人類学的性質及び人生観の普遍的な意味を論じてみたいと思います。

	５
	テ ー マ
	キリストに出会い、福音を証した人々の歩み

	 9月 6日
 9月13日
 9月20日
	講  　師
	大阪大司教区司祭　       　 小田武彦

	
	キリストに出会った人々は、この世を愛してご自分を啓示なさった神の働きかけにこたえようとして、さまざまな状況の中で創造的に福音を証してきました。その歩みは決して楽なものではなく、時代の波に翻弄され、無残な結果に終わったかのように見えたこともたびたびありました。しかしどのような事態に陥ってもキリストに従うことを最優先した人々がいたおかげで、キリスト者の共同体（教会）は、今日も福音を証し続けています。


１．１年分（１０講座３０回）前納の場合      １３，０００円           


２．半年分（　５講座１５回）前納の場合　　 　 ６，５００円　　　　　


３．１講座（３回）受講の場合   　　　　　      １，６００円


４．１講義（１回）のみ受講の場合                  ７００円


※ 聴講者がテープをとるときは、その都度別途９００円を申し受けます。





京都大学名誉教授


日本カトリック医師会副会長





� eq \o\ad(地下鉄,　　　　)�　  御堂筋線中津駅下車


４番出口を出て徒歩約３分


� eq \o\ad(ＪＲ,　　　　)�    大阪駅下車


阪急電鉄　　梅田駅下車  －阪急三番街茶屋町口


阪神電鉄　  梅田駅下車　  から徒歩約10分

















聖トマス大学キリスト教文化研究所は、毎年カトリック研


究講座を開講しております。それは現代におけるキリスト教の真理を理解し、信仰を現代社会に生かす実践の指針をともに学ぶためであります。


この講座は全１０講座（年３０回の講義）でひとつの単位となり、全講座に出席されると、希望される方々には聖トマス大学より修了証書を授与いたします（要３０回の出席数）。もちろん１回の講義だけを受講することもできます。　　　


今年は「キリストに従う人生観」そのⅠをテーマにご一緒に学んでいきたいと存じます。


皆様のご参加をお待ちしております。

















